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粒子法の地盤解析への適用に関する最新情報 

地盤解析の分野において，粒子法は崩壊や流動化を伴う大規模な変形をシミュレーションできる手法の一つと

して発展しています。近年では，解析精度の向上や地盤と構造物を含めた動的挙動に関する研究成果が報告され

ています。我が国ではインフラ構造物の老朽化に加え，豪雨や地震に伴う地盤災害が多発していることから，粒

子法の重要性は今後ますます高まると考えられます。 

本号では，連続体ベースの粒子法を用いた地盤解析手法について，その歴史と特徴を解説いただきました。ま

た，最先端の研究内容について紹介いただくとともに，解析手法の実務展開もご報告いただきました。本特集号

が，会員皆様の粒子法に関する研究・学習の発展に寄与できれば幸いです。 
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